
3.スマートシティについて
先進的に進んでいる福島

県の会津若松市の事例を紹介します。震災
復興として取り組み、スマートシティの先駆
的なところとなっている。一般的に市民が行
政の情報を得るには、市の広報紙やホーム
ページ、あるいはいろんなアプリからと情報
源はバラバラ。しかし会津若松＋（プラス）と
してすべて1つになっている。さらに情報は
取りに行くものでなく個人個人の個人情報も
登録しているので、状況に応じて情報がプッ
シュ型で通知される。たとえばお子さんのい
る家庭には、あるいは単身赴任の方にはとそれぞれの情報がプッシュ型で来る。予防医療の世界では会津若松＋（プラス）は病
院の先生方の協力で処方箋やお薬手帳といった情報に最終的には電子カルテも統合する方向で進められている。
もしこれができれば、例えば意識不明で病院に運ばれても、こういった統合情報があれば即、最適な治療ができる。MY 
CONDITION KOBEも会津若松のように市民が必要な情報が情報価値として接続できるよう進めていただきたい。

委員から会津若松市の先進的なスマートシティの取り組みについて指摘を受け、ホームページで拝見した。ぜひ
会津若松に視察し、その取組等勉強したい。そして神戸にどのように活用できるか検討する。

私も行っていない、ぜひ行きたい。会津若松市には最先端のIT企業やベンチャー企業が集積し、大手企業も進
出している。それらの企業から最先端の情報が入ってきて、市民の意見と新しい技術でどんどん問題を解決し、市民への価値を
高めている。神戸でもできると思うのでぜひ一緒になって取り組んでいきたい。最後に新型コロナの感染拡大で医療機関、介護
施設、学校等クラスターが発生し、終息の見通しが立たないが、今後とも十分な対策を取られたい。

1.コロナ対策について
コロナ対策とMY CONDITION KOBEの2点伺いたい。

コロナ対策について。国が推奨するCOCOA（新型コロナウイルス接触アプリ）と
兵庫県の新型コロナ追跡システムがあるが、市としてどう対応されたか。

市としてホームページや広報紙で登録を呼びかけた。

国のCOCOA開始日6月19日から市の9月29日時点のPCR検査
の累計が1万4218件ある。この方々にCOCOAのアプリの推奨や登録の依頼はし
たか。あわせて感染者654件にCOCOAの入力はされたか。

PCR検査を受けた方に推奨していない。感染者の方には申し出があれば登録してくださいとの案内にとどめて
いる。登録することで機能するので少しでも登録するよう徹底していく。

インフルエンザとコロナ、症状がわからないケースが多いと思うが医療機関の検査体制で短時間で検査結果が
わかる抗原迅速キットが有効と思うが。

抗原迅速キットの活用は医療機関に依頼するとともに、PCR検査
も自院での検査、民間の検査機関への契約による検査と、両方行うよう依頼して
いる。

コロナの関係で地域の皆さんから多くの問い合わせ
がある。万が一感染したら退院までどういう流れになるのか。患者さん
のフローチャート、図式化してわかるような広報すべきではないか。

今後ホームページにフローチャートを掲載する。

2.健康アプリについて
神戸市が作った健康管理アプリ　MY CONDITION　KOBEについて伺いたい。健康創造都市KOBEの推

進としてこのMY CONDITION KOBEが昨年4月から運用開始されたが、市民の健康増進が目的と思うが目指している先は。

目指すのは2点。1点目は個人の健康づくり・市民はこのアプリを利用して健康管理し、アプリから健康アドバイス
を受け、楽しみながら健康になる。2点目はそこで集めたデータをビッグデータ化する。それをもとに新しい知見を政策に反映する。
効果が検証された新サービスを市民に還元する。誰もが健康になれる街の実現を目指している。

究極は予防医療である。新しい技術と情報を蓄積しビッグデータ化し予防医療の実現を目指すべきと思うが。

いわれるとおりで、ビッグデータを通じて予防医療のほうにシステムを作っていく考えだ。

MY CONDITION KOBEは人間ドックの情報や画像のAI診断の情報を速いスピードで取り込んでいく能力を
持っている。朝ご飯や昼ご飯の写真を撮ることで、品名の識別反応やカロリー計算がすぐ出てくる。しかし機能は優れているが
継続利用は少ない。大きなメリットになっていない。

健康アプリの継続利用率30％で少ない。研究や実証を実施していくには継続利用率を高める必要がある。

MY CONDITION KOBEは文部省の世界に誇る地域発研究開発・実証拠点推進プログラムとして5年間の
国の支援を受けて生まれたプロジェクトである。この5年間の先行している有利性を有効に使うべきだ。神戸の医療産業都市の
財産でもある。知恵と民間の力を活用して予防医療に努め価値を見出してほしい。

実証事業、学術研究を加速させ、得られた知見で予防医学に生かしていきたい。

・ 人口減少に伴い、水の需要が減少。
一方水道施設の経年劣化で膨大な管路の補修や維持管理の増加による水道事業の今後の経営について
・ 新しい技術の取り組みや給水収益が減るなど厳しい経営
環境などの課題解決のため、昨年東京都、横浜市、大阪
市等が水道ITC情報連絡会を立ち上げた。その後多くの
政令市が参加する中、神戸市の参加について
・ 水道技術者の技術継承のデジタル化について
・ 鳥原貯水池の2.7キロの水と森の回遊路の整備について
以上4項目について問題を指摘し、提案も含め質疑をいたしました。

・ 民間企業では自動化、ロボット、AI等活用しているが環境局のごみ処理施設やパッカー車などのシステム化について
・ 大型ごみの受付にLINE申し込みができ、決済も完了して、シールをはる手間をはずすようなシステムにできないか
・ ごみの減量について
・ ごみの分別概念がない外国人や留学生に日本のゴミ出しルールを浸透するための取り組みについて
以上4項目について質疑しました。
質疑応答のやり取りは紙面の関係からエッセンスだけを取り上げ、多くの内容はカットしました。質疑でのお互いのやり取りは敬語
を入れ丁寧な言葉遣いですのでご理解ください。
また質疑の中でスーパーシティ構想を進めている会津若松市への視察が11月5、6日に実施されました。神戸市当局と議会からは
自民党神戸市会議員団が参加しました。
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神戸市の情報をお伝えいたします。

フローチャート図
掲載のHP 質疑後、作成されたフローチャート図です。
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